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平成28年度 

１級造園工事施工管理技術検定 

実地試験 解答試案 

 

【問題 1】 

施工体験記述(工程・品質管理)につき省略します。 

 

【問題 2】 

(1)(イ)土壌硬度 

・長谷川式土壌貫入計：貫入コーンに一定の高さから落錐を落下させ 1回あたりの

貫入深さ軟らか度とする。 

・山中式土壌硬度計：長さ 20㎝、径 3㎝重さ 0.6kgの円錐体を土中に差込んで目

盛を読む。→8～20㎜で良い。 

透水性 

・試験孔に 20ℓ程度の水を水深 100 ㎜で 20 分ごとに 3 回行い水位の変化をみる。

100以上良好、30～100可、30以下不良。 

以外 

・ＰＨ試験：ガラスコップに 10g の土を入れ雨水を注ぎ混ぜ上澄液に試験紙をし

たし、標準色と比較する。 

(ロ)Ａ イ(心土破砕) 

Ｂ ケ(中層) 

Ｃ ク(真珠岩パーライト) 

(2)(イ)環状剥皮を行うことで、あらかじめ根鉢内に細根を発生させることで、移

植後の順調な養水分の吸収が行われる。 

(ロ)・灌水 

・上鉢のかき取り 

・倒伏防止(ふれ止め)…仮支柱をつける 

(ハ)問題点 

クスノキは暖地性なので出来るだけ工期の早い時期に移植する。 

作業内容 

・幹巻き ・マルチング ・寒冷紗がけ 

・・・・・など 
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(ニ)・指定の本数のロープを効果的な方向と角度に取り、止杭などに結束する。 

・ロープの末端結束部はワイヤクリップなどで止め、交差部も動揺しない

ように止める。 

・ロープは緩みのないように張る。 

(3)・目串を刺して、切芝が動かないようにする。 

  ・立地条件、経済性を勘案して、適切な張り方を選択する。 

(4)・基礎部は埋め込むか、垂直に立ち上げ、設置面にすり付ける等して、つまず

きの原因となる段差を作らない。 

  ・直接ふれる部分は、バリ、ささくれ、亀裂などがないように滑らかな表面処

理を行う。 

  ・木材の仕口の収め方は隙間のないようにする。 

・・・・・など 

 

【問題 3】 

(1)(イ) 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

(ロ)Ａ‐Ｂ‐Ｄ‐Ｊ‐Ｌ‐Ｍ 

(ハ)10日 

(ニ)Ａ‐Ｂ‐Ｆ‐Ｈ‐Ｋ‐Ｌ‐Ｍ 

(ホ)4日 

(へ)Ｋ‐2日 

  Ｊ‐1日 

(2)Ａ 工期 

  Ｂ 品質 

  Ｃ 原価 
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(3)(イ)オ 

  (ロ)・作業の段取待ち 

    ・作業員の病気 

    ・材料の供給待ち 

    ・機械の故障 

・・・・・など 

(4)バーチャート 

・見やすい 

・作成、修正が容易 

 ネットワーク 

・工期と作業の関連性が明瞭である 

・クリティカルパスによる重点管理が可能 

 

【問題 4】 

(1)(イ)・樹木の四方面に伸長した枝(葉)の幅を測定する。 

・測定方向により長短がある場合は最長と最短の平均値とする。 

・一部の突出した枝は含まない。 

(ロ)ウ、オ 

(2)(イ)樹形 

    樹種の特性に応じた自然樹形で、樹形が整っていること。 

    枝葉の密度 

    節間がつまり、枝葉密度が良好であること。 

  (ロ)根、根鉢、樹皮、病虫害 

  (ハ)(葉)正常な葉形、葉色、密度を保ち、しおれや軟弱葉がなく、生き生き 

していること。 

    (根)根系の発達がよく、細根が多く、乾燥していないこと。 

    (病虫害)発生のないもの、過去に発生したことのあるものは、発生が軽微

でその痕跡がほとんど認められないよう育成されたもの。 

(3)(イ)Ａ 水分 

    Ｂ 根ぐされ 

  (ロ)土壌の堅密化が進む可能性があるため、運搬の際に締め固めすぎないよう

配慮し、盛土厚を薄めにし自重による圧密を防止する。 

(4)・鉢土の乾燥を防ぐ。 

  ・根鉢の割れを防ぐ。 

  ・元の生育環境の微生物相等のため、新環境に順化しやすい。 
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【問題 5】 

(1)(イ)・アウトリガーを最大限はり出す。 

    ・地盤の不同沈下を防止する措置を講ずる。 

  (ロ)・安全帯を使用する。 

    ・作業床から身を乗り出して作業を行わない。 

(2)(イ)○ ｂ、ｃ、ｅ 

× ａ、ｄ、ｆ 

  (ロ)・誘導員を配置して常時安全を監視できる体制を構築する。 

    ・注意制札板を設置し、作業区域への立ち入りを制止する。 

  (ハ)・荷の重心の確認。 

    ・急激な作業の回避。 

(3)Ａ 立会 

  Ｂ 試掘 

  Ｃ 目視 

 


